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塚 谷 周 次  
弔辞   
鈴木君、君はとうとう逝ってしまった。   
君は、1年2カ月に及んだ禁欲的且つ意志的な闘病生活を、あっけ  
ない酷薄な死を以て閉じたのでした。口惜しい。残念でなりません。   
そのぼくたちの感懐は、江戸期のある俳語師の詠んだ、つぎの一  
句に代弁されているかと思います。  





て立ち尽くすほかありません。不覚にも、泣きべそをかきながら。   
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現代の社会変革や革命の思想的精神的バックボーンとしてビビッド  




磁場として、人間と学問を形成してきたのに違いありません。   
たとえば、君といくらかでも交渉を持った人ならば、かりに次の  
ように君を括ってみても、たれもが異口同音に首肯するはずです。   
鈴木君は、組織改革にいつも積極果敢であり、学生の目線で学生  
たちと交わり、交友では、いつもフェアーでこころ優しい男だった、  

















の中江兆民論を読みたかったな。   
わが友鈴木礼暁よ、君の想い出は尽きない。追慕止み難く、わが  
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心中は転た寂蓼。今は只、君のご冥福を祈り奉る。   
adieu monami！  
平成21年6月13日   
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